











































































































































































の対話論をまとめ，その一部に Niklas Luhmann の意味論を補足し，かつ意識の統合情報理
論Integrated Information Theoryの考え方も参考にしながら再整理したものである。
（柳瀬陽介）

４．本質性か連動性か？
「教科教育学研究方法論」において，「10 教科共通の・・・」といった表現が多用され
たが，この表現が意味することは認識論の違いによって異なりうる。本稿はこの表現の，
本質主義essentialismに基づく意味と，親族的類似性family resemblanceに基づく意
味を比較検討することによって，異なる教科間で対話し協働する際の基礎認識について考
察する。
（柳瀬陽介）


Ⅴ 学生の振り返りからの考察
１．学生の振り返りから見た「教科教育学研究方法論」での学び －技術・情
報教育学専修について－
技術・情報教育学専修の学生を対象に本講義を受講することで得られた学びについて，
各講義の終了後にまとめさせた学生の振り返り（Bb9）を基に検証した。本講義の受講を
通して，多くの学生が他教科の教育目標や内容，課題，研究法に加え，教育学・心理学の
研究法などについて知り，他教科の学生との議論を通して，自身の専門とする教科につい
て様々な視点から広くかつ深く考える態度を芽生えさせることができたと考える。
（木村彰孝・田中秀幸）

２．人間生活教育学専修における %Eの分析
広島大学のオンライン学習システムである Bb9 の活用により，学生は継続して自らの思
考について振り返ることができたため，その成果が教科全体の学習，専攻別学習というそ
れぞれの段階に生かされ，最終的なまとめにつながったと思われる。 
（村上かおり）
― 61―
